


●人口　194,542人  （87,758世帯）

●面積　159.82k㎡
●年間日照時間…2,143時間（R元）
●事業所数・製造業 　579（H28）
　　　　　・卸売業 　629（H28）
　　　　　・小売業 1,523（H28）

令和３年４月１日現在

　熊谷市は、JR上越・北陸新幹
線、JR高崎線及び秩父鉄道の各
鉄道路線が結節する交通の要衝
地です。
　新幹線を利用して、熊谷駅か
ら東京駅まで約40分で移動でき
ます。また、北陸、東北、名古
屋、大阪方面等、広域の移動に
とても便利です。

熊谷市
19.4万人

　熊谷貨物ターミナル駅は、県北唯一
の鉄道コンテナ駅で、全国各地への拠
点駅となっています。鉄道は大量輸送
が可能なため、都市部の道路渋滞を緩
和し、エネルギー消費量の削減に有効
であり、環境負荷の低減という点で大
変優れています。



　熊谷市は、関越自動車道・北
関東自動車道・東北自動車道・
首都圏中央連絡自動車道に囲ま
れており、20㎞圏内に8つのIC
が存在しています。広域的な製
造・物流拠点としての交通アク
セスに優れています。



製造品出荷額等
9,324億円

商品販売額
7,133億円

農業産出額
84億円

県内2位

県内5位

県内5位
※出典
製造品出荷額等：2019年工業統計調査（2018年度実績）
商品販売額：平成28年経済センサス活動調査
農業産出額：平成30年市町村別農業産出額（推計）

化学
47.27％

生産用機械器具　9.61％

輸送用機械器具
4.33％

パルプ・紙・紙加工品
3.17％

プラスチック製品
2.75％

電子部品・デバイス・電子回路
2.46％

情報通信機械器具
1.51％ その他

6.07％

非鉄金属
4.63％

窯業・土石製品
4.75％

金属製品
6.66％

食料品
6.79％

製造品出荷額等
9,324億円

　工業・商業・農業ともに県内
で５位以内に入るバランスのと
れた産業都市です。企業が集積
した工業団地や工業集積地が多
数存在し、高度な技術力を有す
る多彩な企業が活躍しています。

　熊谷市と地域商工業団体の支
援のもと、市内企業、金融機関、
大学等が幅広く連携し、イノ
ベーションの促進による新たな
ビジネス機会の拡大に取り組ん
でいます。

ソシオ熊谷（協同組合  熊谷流通センター）



地域未来投資促進法
地域の稼ぐ力を高めます

　本市の地域特性を生かし、高
い経済波及効果を及ぼす「地域
の経済を牽引する事業」を支援
するため、県と共同で基本計画
を作成しています。

『埼玉県熊谷市基本計画』（対象区域：熊谷市）
地域経済牽引事業の承認要件

【要件１：地域の特性を活用すること（①～④のいずれか）】
①ラグビーワールドカップ2019TMの会場となった熊谷スポーツ文化公園を活用したスポーツ・観光・まちづくり分野
②医療・福祉関連産業の集積を活用した医療・ヘルスケア関連分野
③生産が盛んな小麦、やまのいも、にんじん等の特産物を活用した農林水産・地域商社分野
④新駅設置により公共交通アクセスの向上した東部地区に立地する熊谷流通センターを活用した流通関連分野
【要件２：高い付加価値を創出すること】
・付加価値増加分：4,984万円超

【要件３：いずれかの経済的効果が見込まれること】
●取引額：5.6％増加　●雇用者数：1％増加
●売上げ：5.6％増加　●雇用者給与等支給額：1％増加

『埼玉県基本計画』（対象区域：埼玉県全域）
地域経済牽引事業の承認要件

【要件１：地域の特性を活用すること（①～③のいずれか）】
①県内の輸送用機械器具製造業、化学工業、金属製品製造業、プラスチック製品製造業などの産業集積を活用
　した成長ものづくり分野
②常磐道、東北道、関越道、首都高大宮線、圏央道及び外環道などの交通・物流インフラを活用した食料品製造
　分野
③常磐道、東北道、関越道、首都高大宮線、圏央道及び外環道などの交通・物流インフラを活用した物流関連
　分野
【要件２：高い付加価値を創出すること】
・付加価値増加分：4,984万円超

【要件３：いずれかの経済的効果が見込まれること】
●取引額：5.6％増加　●雇用者数：4.4％増加
●売上げ：5.6％増加　●雇用者給与等支給額：1％増加

地域未来投資促進法の活用フロー

【
主
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
】

■金融
・日本政策金融公庫からの融資
・信用保証協会による債務保証

■税制（減税）
・法人税等（税額控除又は特別償却）

■補助制度
・国の補助制度における加点措置等
（産業振興や中小企業支援に関する支援）

■本市オリジナル
・本市の事業所新設等奨励金の拡大（次ページ参照）

埼
玉
県
知
事

事
業
者
様

地域経済
牽引事業計画

③ 支援の
　 申　請

① 申　請
（熊谷市・埼玉県）

② 承 認

※地域経済牽引事業計画の承認前に取得（建物の場合は着工）した建物・
　設備等は各種支援措置の対象となりません。申請時期にご注意ください。

　本市には立正大学、7校の高等
学校、埼玉県農業大学校をはじ
めとする各種専修学校等があり、
充実した教育機関から有為な人
材が多数輩出されることが期待
されます。

など



熊谷市は
挑戦する あなたの企業を

１　奨励金の要件等（奨励金別）
　⑴　事業所新設等奨励金　新設等した事業所に係る固定資産税相当額を３年度分交付します。
　　　（本社機能を有する企業、環境関連企業及び地域の経済を牽引する事業を実施する企業は５年度分交付します）

申請時期 賦課された固定資産税を完納した翌年度

　⑵　雇用促進奨励金　市民を新規雇用し、その後継続して雇用している場合に奨励金を交付します。
対象要件

申請時期
雇用された日※から１年及び３年を経過した日が属する年の翌年
※対象期間内に複数雇用した場合は、最後の新規雇用常用従業員を雇用した日が基準になります。

金　　額
１年継続 正規雇用：50 万円 / 人・非正規雇用：20万円 / 人 限度額：3千万円
３年継続 正規雇用：20 万円 / 人 限度額：2千万円

事業所稼働日の前６月から後１年までの間に熊谷市民を新規雇用した場合



　⑶　従業員転入促進奨励金　正社員が市内に転入した場合に奨励金を交付します。
対象要件

申請時期
転入日が、その属する年度の 10 月 31 日以前の場合は、転入日の翌年度
転入日が、その属する年度の 11 月 1日以後の場合は、転入日の翌々年度

金　　額 10 万円 / 人《企業に交付》 限度額：1千万円

　⑷　従業員転入奨励金　正社員又は内定者が市内に転入した場合に奨励金を交付します。
対象要件

申請時期
転入日が、その属する年度の 10 月 31 日以前の場合は、転入日の翌年度
転入日が、その属する年度の 11 月 1日以後の場合は、転入日の翌々年度

金　　額 20 万円（金券）《従業員に交付》

　⑸　埋蔵文化財発掘調査奨励金　立地に際して埋蔵文化財の発掘調査を要した場合に奨励金を交付します。
対象要件 埋蔵文化財の発掘調査を行った場合
申請時期 事業所稼働日から１年経過した日の属する年の翌年
金　　額 調査費用の 1/2 限度額：1千万円

２　申請期間（全奨励金共通）：各奨励金の申請時期の４月１日から６月３０日まで

　※　環境設備関連メニュー共通（６～９）
対象要件 事業所稼働日後３年以内に設備を設置した場合

申請時期
設置日が、その属する年度の 10 月 31 日以前の場合は、設置日の翌年度
設置日が、その属する年度の 11 月 1日以後の場合は、設置日の翌々年度

　⑹　太陽光発電設備設置奨励金　出力10kW以上の太陽光発電設備を設置した場合に奨励金を交付します。
金　　額 35 万円 /kW 限度額：5百万円

　⑺　太陽熱温水器設置奨励金　集熱面積15㎡以上の太陽熱温水器を設置した場合に奨励金を交付します。
金　　額 15 万円 /㎡ 限度額：5百万円

　⑻　雨水利用設備設置奨励金　貯留量 5㎥以上の雨水利用設備を設置した場合に奨励金を交付します。
金　　額 5万円 /㎥ 限度額：5百万円

　⑼　緑化推進奨励金　法令等の要件を超えて 200㎡以上緑地を設置した場合に奨励金を交付します。
金　　額 法令等を超えて設置した費用の 1/2 限度額：1千万円

熊谷市工場立地法地域準則条例 環境に配慮しつつ敷地の有効活用も

　本市では、令和３年４月「熊
谷市工場立地法地域準則条例」
を施行し、市内に立地する特定
工場の緑地面積率等について、
本市独自の基準を設定いたしま
した。

　工場立地法では、一定規模以上の工場（※特定工場）の敷地利用に関し、
生産施設、緑地、環境施設の面積率などを定めており、新設等を行う際は市に
届出を行わなければなりません。
※特定工場：敷地面積 9,000 ㎡以上又は建築面積の合計3,000 ㎡以上の製造業、
電気・ガス・熱供給業（水力、地熱及び太陽光発電所は除く）の工場

工場立地法及び市条例による緑地等の面積率
区域

区分 準工業地域 工業地域及び
工業専用地域 市街化調整区域 その他の区域

緑　　地 １０％以上 ５％以上 ５％以上 ２０％以上
環境施設 １５％以上 １０％以上 １０％以上 ２５％以上
重複緑地 ５０％まで

事業所稼働日の前６月から後３年までの間に正社員が市内に転入した場合

事業所稼働日の前６月から後３年までの間に正社員又は内定者が市内に転入した場合



この『企業立地支援ガイド』は、1,500 部作成し、作成費用は１部あたり 127 円です。
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